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第22回えひめ鍼灸まつりin大洲開催のお知らせ

　来る、８月25日（日）午前

10時から大洲市総合福祉セ

ンター４階多目的ホールにお

いて、第22回えひめ鍼灸まつ

りin大洲を開催いたします。

講演会をはじめ、鍼灸相談

会・施術体験会・ツボ押しセ

ルフケア・親子スキンタッチ

教室などいろいろな催しを

準備しております。久しぶり

の対面での開催です。感染症

対策を徹底して皆様のお越

しをお待ちしております。

（公社）愛媛県鍼灸師会
電話：0897-45-1280　　ホームページ：https://www.harikyu-ehime.or.jp/

お問い合わせ
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ということで今回は、スプーンとお灸で「胃腸を整える」方法をお伝えいたします。

用意するものは、金属製のティースプーンと市販のお灸。
　胃腸とは主に胃・小腸・大腸を指します。胃腸は五臓六腑の「腑」にな

ります。腑という場所は入ってきた物が、ちゃんと出ていくのが正常で、

留まって溜めてはいけない場所となっております。便は腸からの「お便

り」で綺麗な便は元気の証です。また、便の出方も大切で排便時、気持ち

よくスカッと出ておれば数日排便が無くても大丈夫だそうです。

さて胃腸の調子を整えるにはまずは、養生が大切です。ポイントは３つ。

1. 冷やさない
クーラーの効いた部屋で、アイスや冷たい飲み物（ビールなど）も飲み過ぎない様、気を付けましょう。
脂っこい物や、肉魚を控える。

2. 運動する
胃腸の動きもよくなり便が出やすくなります。運動ができない方は、腹式呼吸を行ったり、手や足を動か
すと良いでしょう。

3. こころと体のバランス
胃腸は第三の脳といわれ、精神状態と密接に関連し、適度な緊張感を持つ時間と、リラックスする時間と
のバランスが大事です。そのバランスが崩れると胃腸に影響が出て便がスッキリ出なかったり、過食に
なったりします。

次に、少しでも胃腸の働きをカバーするためのケアをご紹介いたします。

１、胃腸に負担がかかって、冷えている場合（食欲が低下）傾向の方には、足

の向う脛のやや外に胃経という経絡が巡っております。そこをスプーンで上か

ら下へ撫でてあげる。そして足三里（あしさんり）穴に、お灸を１つすえましょ

う。逆に食欲が旺盛で食べ過ぎる傾向の方は、スプーンで撫でた後に同じ穴に、

お灸を３個すえる。（図１）

２、運動不足の方は、腕の内側に心経という場所があります。そこの手首から

肘ぐらいまでを、スプーンで撫でてあげる。そして、神門（シンモン）穴に、

お灸を１つすえます。（図２）

３、ストレスの多い方（イライラ、怒りっぽい）は、

足の甲の第一指と第二指の間をスプーンで撫でる。

または太衝（タイショウ）穴にお灸を１つすえる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図３）

※撫でるのはスプーンの丸い方を使います。撫でる回数は、左右

　各20回ぐらい一日朝晩の２回、もしくは１回でもOK。お灸は

　市販のもので大丈夫です。是非、お試しくださいませ。

これから夏に向けて、胃腸の調子を整え
元気に夏を乗り切りましょう

（図１）

（図２）（図３）

（高橋照旺）
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研修会・ボランティア活動の報告研修会・ボランティア活動の報告

第61回愛媛マラソンケアボランティアの実施

　屋外テントブースにて参加ランナーを対象に６時半集合～16時までケアボランティアを実施し

た。ケア内容は利用者の希望に応じてマッサージ、ストレッチ、鍼（パイオネックス）、テーピング

（午前のみ）を１人10分を目安で、術者はゴム手袋・マスクを着用して行った。 

　利用者は午前76名、午後87名の163名だった。また会場階段付近にて足がつった選手（約10名）

のケアを行った。 

　無事に活動を終える事ができ、全体的にブースの雰囲気は良く利用者の笑顔も目立っていた。

来年度以降も継続して選手のサポートができれば幸いです。（曽我部）

第14回はりきゅう市民公開セミナー・生涯研修会の実施

　去る令和６年３月３日（日）に松山市男女共同参画推進センターにて、講師に鈴木雅雄先生

（福島県立医科大学 会津医療センター 漢方医学研究室 教授)をお迎えして、第５回生涯研修会

を開催した。

　午前の第１部：学術研修会では、講座Ⅰ：「今日から使える！医療連携に必要な鍼灸師が知って

おいたら役に立つ話（症例から考えるコツ）」、講座Ⅱ：「知られざる鍼灸の効果と魅力 ～鍼灸の

ことを語れるのは鍼灸師だけ～」というテーマで講演していただいた。

　午後の第２部：はりきゅう市民公開セミナーでは、「辛い慢性の痛みを和らげる方法（東洋医

学と鍼灸を使ったセルフケア）」という演題で講演していただいた。

　鈴木先生は「鍼灸師は何の専門家」と問われた時、東洋医学と鎮痛治療の専門家と私は答えて

いるという。鍼灸師は東洋医学については専門的に専門学校や大学で学ぶし、東洋医学の経絡

や経穴を用いて治療する。そのことから言えば、当然経穴の専門家であると言えるだろう。また、

鎮痛治療の専門家については、鍼灸の鎮痛効果については、科学的なエビデンスも多く報告され

ていることから、今のところ鎮痛治療の専門家というのが妥当なところかもしれない。そのこと

を踏まえて、私たち鍼灸師は共通の知識として、医師にこの鎮痛効果の化学的メカニズムをきち

んと説明できるようにしておくことが最も大切なことであるという。医療機関と鍼灸院との連携

を考えても必要なことであるし、患者に科学的なエビデンスがあるということを紹介すること

で、鍼灸が患者から今以上に信頼される、安心して治療を受けられる鍼灸ということにつながる

のである。

　参加者は、47名(会員：会場受講 12名・オンライン受講 ７名、会員外：会場受講 ３名・オンラ

イン受講 25名)でした。（越智）

　午後のはりきゅう市民公開セミナーでは、「辛い慢性の痛みを和らげる方法（東洋医学と鍼灸

を使ったセルフケア）」という演題で講演していただいた。一般市民向けに理解しやすい言葉で、

東洋医学・鍼灸の有用性についてお話しいただいた。後半では、東洋医学の考え方を生かした健

康法や体の使い方など動きを交えて分かり易く説明していただいた。また会場において「鍼灸パ

ネル展示」開催しました。

　参加者は、39名(会場受講 15名・オンライン受講 24名)でした。（町野）
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I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

　今年の梅雨は、晴れが多かった印象でしたが終盤に

なって雨続きとなりました。松山市をはじめ、大雨の

被害に遭われた方々にお見舞い申し上げます。（K）

編集後記

はりきゅう豆知識

経絡とは？Q

経脈（上下に直行する脈）と絡脈（左右に
横行する脈）の略称で、主幹と分枝があり
外側は体表に分布し、内側は臓腑に属す
ることで全身に行き渡り、気・血を巡らせて
います。この巡りが滞りない状態が
よいとされています。（町野）

A愛媛県鍼灸師会通信

ご意見やご感想をお聞かせください。
メールアドレス　contact@harikyu-ehime.or.jp

携帯・スマートフォンの方は、
このQRコードでアクセス
してください。

編集委員（2024年度）

委員長　町 野 公 一
委　員　高 橋 照 旺

　永易会長が２期目の２年目にあたり挨拶があった。「皆様のおかげをもち

まして、２期目２年目会長を務めることができました。昨年度は、鍼灸まつり

もコロナ以前に近い状態で無事に開催できました。今年度も様々な行事や研

修会、ボランティア活動・学術大会・普及活動が滞りなくできますようご協力

をよろしくお願いいたします。」

「不妊治療に対する鍼灸治療の実際」木津正義先生（俵IVFクリニック鍼灸室明生鍼灸院）

７月21日　第１回生涯研修会

８月25日　第22回えひめ鍼灸まつりin大洲

10月20日　全日本鍼灸学会中国四国支部集会愛媛大会

11月17日　第３回生涯研修会

１月14日　針供養、特効穴・症例検討、保険研修会

「精神科領域における鍼灸治療の実際」松浦悠人先生（東京有明医療大学准教授）

12月15日　第４回生涯研修会・青年部研修会

愛媛マラソン事前研修会　櫻庭陽先生（筑波医療大学准教授）

10月26日、27日　第18回日本鍼灸師会全国大会in福岡

「老年症候群に対する鍼灸治療の実際」河原保裕先生（日本鍼灸師会学術委員長）

９月22日　第２回生涯研修会

令和７年


